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 このお話は、さちという女の子が庭で遊んでいると、雨が降ってきます。そこではっぱの

おうちで雨をしのいでいると、いろいろな虫もやって来て一緒に雨宿りするお話です。何気

ない子どもの日常の様子ですが、絵の柔らかさ、虫がいろいろな所から現れる様子がとても

可愛らしいほのぼのとした物語です。これからの梅雨の季節にも合う絵本だと思います。 

担当： 有薗・畑山
門田・狩俣

保護者会だより

Q.1 ゴールデンウィークは何をしていましたか？
好きなアーティストのイベントや友だちの家に泊まってBBQをしたり、

プチ旅行をしたりしながら楽しんでいました！

Q.2 もし今、幼稚園児に戻ったら何がしたいですか？

そして今だから話せる幼稚園時代の笑える話がありましたら教えてください。

たくさん遊ぶことですかね！
私は保育園に０歳から通っていたこともあり、主のようになり

男の子と戦いごっこをして３人位、引きずっていたようです！

Q.3 自分を動物に例えると何ですか？
また、その理由を教えてください。

犬（シベリアンハスキー）

理由は犬が好きなため...（笑）。

Q.1 ゴールデンウィークは何をしていましたか？
友だちと遊んだり、家でゆっくり過ごしたりしました。

Q.2 もし今、幼稚園児に戻ったら何がしたいですか？

そして今だから話せる幼稚園時代の笑える話がありましたら教えてください。
たくさんあそびたいです！！

母いわく、甘えんぼうで、先生の背中からぜんぜんおりなくて困ったそうです。

Q.3 自分を動物に例えると何ですか？

また、その理由を教えてください。
『 かめ 』マイペースなのと、怖がりなので...。

尾﨑先生

横瀬先生

今、保護者会では、主に夕涼み会の準備を進めています。楽しい会にできるように

頑張っています☆

本年度も、先生方にインタビューをします。今回は、尾﨑先生と横瀬先生です。

尾﨑先生・横瀬先生インタビューの

ご協力ありがとうございました。

☆６月は親睦会が開催されます☆
各学年の開催日は下記のとおりです。

６月 ６日（木） やま組
６月１３日（木） かわ組
６月１８日（火） もり組

場所は 【 あすなろみんなの家 】にて １１：３０からです。
お忘れないようにお願いします。

《歩行力について－また》

散歩は、園の保育の中でも大事な部分を占めています。これはどこの幼稚園でも保育園でも一緒です。この散
歩の最中、滋賀県で大変な事故がありました。園庭のない保育園だったので、散歩はその園の園児にとっては園
舎の外で体を動かす唯一の機会だったと考えると本当に可哀想でなりません。

この事故のことについては、下のコラムに影山園長が書いていますので、ここでは散歩や遠足のたびに感じる
。 、 。ことについて考えてみます 昨年のくさばな新聞１１月号でも書きましたが 最近の幼児の歩行力についてです

昔のことを言っても仕方がないのは承知なのですが、でも知っていただきたいのでまた書きます。この春の遠
足は羽村動物園でした。往復全園児がバスを使いましたが、十数年前は、年長さんは園から福生駅まで歩き、福
生駅から羽村駅までは電車、羽村駅から動物園までは歩いたものでした。また、ツツジが満開のころは、西多摩
霊園まで往復歩いたものでした。霊園ではあの正面の長い階段も登りきりました。

残念ながら、最近の散歩の様子をみると、悪い意味でまさに隔世の感があります 「体力」と「精神力」とそ。
の両方で大丈夫かと思わされます。とくに「精神力」については、歩けない←→疲れる←→抱っこの訴え……。
登降園の際にも、抱っこ、カバンをお母さんに持たせる、などの風景が時々見られます。足は第二の心臓とか。
長い目で考えて、歩行力をつけましょう。歩こうという気持ちを持たせることもとても大事です。園も機会を設
けて行きますが、ご家庭でも一考の余地のある場合は、ぜひ課題としてお考えください。

理事長 山城 清邦
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羽村 玉川兄弟の像の前にて（やま）
花蔵院でいっぱい遊びました（もり） 羽村 とってもきれいな水でした（かわ）


